
大阪から公害をなくす会ニュース No.381（1）2012.6.10

☆公害による健康被害を許すな！
☆自然環境・生活環境の破壊を
　許すな！

☆公害による健康被害を許すな！
☆自然環境・生活環境の破壊を
　許すな！

大阪から公害をなくす会
〒540-0026 大阪市中央区内本町2-1-19

内本町松屋ビル10  370号

発行責任者　金谷　邦夫
年間購読料一部2,000円（送料共）
郵便振替  00910-7-300387

TEL 06-6949-8120
FAX 06-6949-8121

E-mail : oskougai@coast.ocn.ne.jp
URL  http://oskougai.com/

大
阪
反
核
平
和
医
療
人
の
会
は
５

月
12
日
（
土
）
午
後
、
長
野
県
の
松

本
市
長
で
医
師
の
菅
谷
昭
氏
を
招
き
、

「
子
供
た
ち
を
放
射
能
か
ら
守
る
た

め
に
│
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
教
訓
に

学
ぶ
」
市
民
公
開
の
講
演
会
を
行
い

ま
し
た
。
こ
れ
に
は
、
内
部
被
曝
問

題
に
強
い
関
心
も
つ
一
般
市
民
な
ど

１
０
０
人
余
り
が
参
加
し
ま
し
た
。

菅
谷
医
師
は
、
１
９
９
６
年
に
、

25
年
間
勤
め
た
信
州
大
医
学
部
（
助

教
授
）
を
辞
し
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

原
発
事
故（
１
９
８
６
年
４
月
26
日
）

で
甲
状
腺
癌
患
者
が
急
増
し
て
い
た

ベ
ラ
ル
ー
シ
共
和
国
へ
渡
り
、
５
年

半
の
間
、
甲
状
腺
外
科
の
専
門
医
と

し
て
子
ど
も
た
ち
の
治
療
な
ど
に
従

事
し
て
き
ま
し
た
。

　

小
児
甲
状
腺
が
ん
発
生
率
が

　

１
０
０
倍
超

菅
谷
医
師
は
、
自
ら
見
聞
・
体
験

し
て
き
た
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事

故
後
の
周
辺
地
域
の
放
射
能
汚
染
、

ベ
ラ
ル
ー
シ
で
の
住
民
の
生
活
と
健

康
、
と
り
わ
け
子
供
た
ち
の
置
か
れ

て
い
る
実
情
、
そ
し
て
子
供
た
ち
の

甲
状
腺
が
ん
治
療
の
こ
と
な
ど
を
、

ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
生
々
し
く
語
り

ま
し
た
。

事
故
を
起
し
た
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

原
発
は
、
現
在
、
分
厚
い
鉛
と
コ
ン

ク
リ
ー
ト
で
固
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

内
部
で
は
依
然
と
し
て
メ
ル
ト
ダ
ウ

ン
し
た
燃
料
の
核
分
裂
が
続
き
、
外

部
へ
の
放
射
性
物
質
の
放
出
も
続
い

て
お
り
、
原
発
の
周
辺
は
極
め
て
高

濃
度
の
空
間
線
量
の
ま
ま
で
す
。
ま

た
、
１
０
０
か
ら
３
０
０
㎞
圏
で
も

高
濃
度
の
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
が
散
在

し
、
多
く
が
無
人
地
帯
で
す
。

事
故
の
影
響
で
大
き
か
っ
た
も
の

の
一
つ
が
子
供
た
ち
の
甲
状
腺
が
ん

で
、
通
常
の
発
生
率
は
１
０
０
万
人

に
１
〜
２
人
で
す
が
、
ベ
ラ
ル
ー
シ

で
は
事
故
後
５
年
目
か
ら
急
増
し
、

10
年
目
の
１
９
９
５
年
に
は
年
間
に

90
例
発
生
し
て
ピ
ー
ク
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
通
常
の
１
０
０
〜
１
２

０
倍
の
発
生
率
だ
と
言
わ
れ
ま
す
。

　

必
要
・
重
要
な
防
護
と

　

内
部
被
曝
対
策

こ
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
事
故
を

教
訓
に
、
改
め
て
「
放
射
線
被
曝
」

の
概
要
を
解
説
し
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
事
故
後
に
現
地
の
人
々
の
間
に
見

ら
れ
る
健
康
被
害
の
現
状
＝
低
濃
度

汚
染
地
区
に
お
け
る
実
態
、
そ
し
て

長
期
の
低
線
量
被
曝
の
影
響
が
説
明

さ
れ
ま
し
た
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事

故
後
、
現
地
住
民
の
間
に
は
免
疫
機

能
の
低
下
、
造
血
器
障
害
、
周
産
期

異
常
、
さ
ら
に
疲
労
し
易
い
、
集
中

力
を
欠
く
な
ど
の
影
響
も
目
に
つ
く

と
言
い
ま
す
。

こ
う
し
た
影
響
が
、
今
後
福
島
原

発
事
故
の
後
の
晩
発
性
健
康
障
害
と

し
て
現
れ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す

が
、
そ
れ
ら
へ
の
備
え
が
必
要
で
、

「
除
染
」
も
重
要
だ
が
、
森
林
な
ど

に
関
し
て
は
限
界
が
あ
り
、
過
度
な

期
待
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
、

私
見
と
し
て
、
で
き
れ
ば
国
策
と
し

て
学
童
な
ど
の
集
団
移
住
が
望
ま
し

い
と
も
語
り
ま
し
た
。 

（
原
）

子
供
た
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を
放
射
能
か
ら
守
る
た
め
に

子
供
た
ち
を
放
射
能
か
ら
守
る
た
め
に

松
本
市
長  

菅
谷  

昭
氏 （
医
師
）が
講
演

│ 

チ
ェ
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イ
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教
訓
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学
ぶ

│ 
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大阪から公害をなくす会

第33回（2012年度）
総 会 の ご 案 内

●日時　2012年6月14日（木）
午後6時30分～

●場所　大阪民医連会議室
（地下鉄「堺筋本町駅」⑨出口すぐ）

原発・自然エネルギー、地震・津
波・防災、公害健康被害者の救済、
会員増やしなど、２０１２年度の
大阪から公害をなくす会の活動方
針を議論し、決定します。会員の
皆さん、積極的にご参加下さいま
すようご案内申し上げます。


